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　「第６回大台ヶ原マラソンinかみきた」の開催日は２０１９
年5月12日（日）に決定しました。
　また、「第１８回ヒルクライム大台ヶ原since２００１」の開
催が、受付：２０１９年9月7日（土）、競技：9月8日（日）に決定
しました。
　なお、今年からマラソンコースが変更となり、ヒルクライ
ム大台ヶ原と同じコースとなります。※スタート地点も同じです。
　両大会の成功に向けて、みなさんのご理解とご協力のほ
どよろしくお願いいたします。
　両大会とも「村民の方の応援が力になった」という声が
たくさん寄せられています。
　当日の応援へのご協力もよろしくお願いいたします。

ヒルクライム大台ヶ原事務局（役場地域振興課内℡２－９００７）
大台ヶ原マラソン事務局（役場地域振興課内℡２－０００１）

1/2 成人式

成人、おめでとうございます！成人、おめでとうございます！

お問い合わせ

since2001

第６回大台ヶ原マラソンinかみきた

の開催日が決定しました！！

ヒルクライム大台ヶ原第18回
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謹んで新年のご挨拶を申し上げます
山 室 　 潔上 北 山 村 長

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様方におかれましては、2019年の輝かしい新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上

げます。

　さて、お陰様をもちまして村長に就任させていただいてから無事に２年が過ぎました。

　この間、村民の皆様からお寄せいただいたご支援とご協力に心から感謝申し上げます。

　昨年を振り返れば、コンビニの開店、とちの木センターの開設、伯母峯峠道路起工式等を行い、村の賑わいを取り戻す

べく努力を重ねておりますが、本丸である観光業による村おこし、そして、その一環である「ふれあいの郷かみきた（ホテル）」の改

修等は道半ばであります。

　メディア等にもお答えしておりますが、今年の私の漢字は「働」であります。

　地域に働く場所があり、収入が得られることこそが、村に活気を取り戻す基本だと考えるからです。

　ホテルを改修し運営することで雇用が生まれ、また、お土産の開発や新しいハイキングコースの開発等、ホテルを利用

し、新しい産業へ波及させたいと思っております。その観光パッケージを村民の皆様と総力を挙げて考え、推し進めれば道

は開くと信じています。

　まずは経済を回し、また、福祉等も考えながら、目標である「豊かな村」を目指したいと決意を新たにしております。

　村民の皆様におかれましては、どうか協同の思いのもと、お力添えをいただきますようにお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

森 脇 郁 雄上北山村議会議長

　新年あけましておめでとうございます。

　村民の皆様におかれましては新年を健やかにお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。

　平素は、村議会に対しまして暖かいご支援とご理解を頂いておりますこと、厚くお礼申し

あげます。

　　さて、1年を顧みますと、昨年12月には、多くのご来賓の方 を々迎え、伯母峯峠道路起工式が開催されましたが、一方で隣村

の川上村高原トンネルで通行止めが行われております。言うまでもなく国道169号は、本村の生活・経済基盤を支える「命の道」

です。　一刻も早い通行止め解除と安心安全な道路整備の実現に向けて、ねばり強く訴え続けていきたいと考えております。

　また、旧小学校跡地を活用した「とちの木センター」の大学合宿や野外実習利用、住民グループ「がんばろらえ！かみきた」による

「やまんなかマルシェかみきた」、地元産品のインターネット販売、地元野菜の定期市を企画運営するなど、都会に住む人 が々上北

山村の地域や村民と多様に関わりあう「関係人口」の増大につながるような取り組みが積極的に行われました。

　村のそうした様 な々施策を実施していく中で、議会は地方公共団体の意思や基本的な方針を決める「議決機関」として、また、そ

の決定に基づいて実際に仕事を行う執行機関が、適正に仕事を行っているかという「監視」をする役割を担っております。

　また、決定事項が適法、適正、公平、効率的、民主的になされているかを住民全体の立場に立って批判し、監視することが議会

の使命であるとされております。

　村議会といたしましても、住みよい豊かな村づくりのために、全力を尽くしてまいる所存でございます。村民の皆さまには、今後も

一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、新しい年が皆さまにとって、実り多き年となりますことを心からお祈り申し上げ、年頭のごあいさつといたします。
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6
村
の
消
防
団
員
が
出
席

し
、消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。本
村
の

表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

■
奈
良
県
知
事
表
彰

　
小
橡
分
団

　
　
班
　
長
　
畑
中
　
良
治

■
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
本
部
分
団

　
　
分
団
長
　
遠
藤
　
　
学

■
奈
良
県
消
防
協
会

　吉
野
支
部
長
表
彰

　小
橡
分
団

　
　
団
員
　
　
中
本
　
和
秀

■
吉
野
警
察
署
長
表
彰

【
優
良
団
員
】

　
本
部
分
団

　
　
団
　
員
　
北
室
　
幸
一

　
西
原
分
団

　
　
部
　
長
　
金
岩
　
修
平

■
団
長
表
彰

【
精
勤
賞
】

　
河
合
分
団

　
　
団
　
員
　
中
岡
　
宏
太

　
　
団
　
員
　
北
岡
　
悠
揮

　
本
部
分
団

　
　
団
　
員
　
下
垣
内
恵
亮

　
　
団
　
員
　
東
　
　
紘
佑

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
精
績
章
】

　
白
川
分
団

　
　
団
　
員
　
中
垣
内
　
勉

■
自
治
体
消
防
70
周
年
記
念

【
奈
良
県
知
事
表
彰
】

　
西
原
分
団

　
　
分
団
長
　
稲
田
　
雅
文

　
河
合
分
団

　
　
班
　
長
　
福
嶋
　
啓
一

　
白
川
分
団

　
　
団
　
員
　
中
垣
内
　
勉

　
　
団
　
員
　
今
西
　
謙
三

【
奈
良
県
消
防
協
会
表
彰
】

　
本
部
分
団

　
　
団
　
長
　
小
松
　
広
一

　
河
合
分
団

　
　
副
分
団
長
　
北
岡
　
孝
之

　
　
団
　
員
　
松
島
　
幹
利

　
西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
山
口
　
秋
夫

　
　
団
　
員
　
岩
本
　
泉
治

■
村
長
表
彰

　
小
橡
分
団

　
　
団
　
員
　
西
岡
　
資
裕

　
　
団
　
員
　
梅
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彬
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西
原
分
団

　
　
団
　
員
　
森
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正
澄

　
河
合
分
団

　
　
団
　
員
　
小
西
　
健
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団
　
員
　
更
谷
　
亮
太
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広　報 かみきたやま

　
1
月
2
日
（
水
）、村
振
興
セ
ン
タ
ー
で
平
成
31
年
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、平
成
10
年
4
月
2
日
〜
平
成
11
年
4
月
1

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で
6
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新

成
人
は
、久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

び
合
い
、親
や
恩
師
、地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
る
中
、大
人

と
し
て
の
自
覚
と
故
郷
へ
の
感
謝
を
胸
に
、人
生
の
節
目
と
な

る
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
教
育
委
員
の
式
辞
、教
育
長
に
よ
る
記
念
品
の
贈
呈
、

村
長
及
び
村
議
会
議
長
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、小
学

校・中
学
校
の
恩
師
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、成
長
し
て
い
く
過
程
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
中
、新
成
人
よ
り
両
親
や
村
の
方
々
へ
の
感
謝
の
思
い
や
大

学
や
就
職
先
で
の
近
況
、ま
た
将
来
の
夢
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、そ
の
後
、村
の
出
身
者
で
あ
る
落
語
家
　
笑
福
亭

竹
林
さ
ん
の
落
語
が
披
露
さ
れ
、新
成
人
の
新
た
な
門
出
を

祝
福
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
、敬
称
略
）

河
合

　遠

　藤

　優

　菜

　
　
　中

　室

　
　
　遼

小
橡

　奥

　田

　成

　美

　
　
　奥

　田

　好

　美

　
　
　山

　口

　泰

　輝

白
川

　濟

　木

　稚

　子

西
原

　田
垣
内

　
　嵩

　
　
　田

　上

　桃

　香

　
　
　福

　本

　隆

　二

　
　
　森

　本

　美

　咲

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

▼ 

今
後
の
抱
負

　
こ
の
度
、大
好
き
な
上
北
山
村
で

無
事
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。私
が
、今
日
の
こ
の
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、こ
れ
ま

で
私
を
育
て
、支
え
て
く
れ
た
家
族
、

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、地

域
の
皆
様
の
お
蔭
で
す
。

　
現
在
、私
は
大
学
で
教
育
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。周
り
の
友
人

に
も
恵
ま
れ
、忙
し
く
も
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▼ 

村
に
一
言

　
い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か
で
、人
の

温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
上
北
山
村
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

平
成
3 1
年

平
成
3 1
年

成
人
式

成
人
式

◆
遠
藤

　優
菜

▼ 

今
後
の
抱
負

　
こ
の
度
、無
事
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。そ
れ
と
同
時
に
今
ま
で
育
て
て

く
だ
さ
っ
た
家
族
や
地
域
の
皆
様
、

先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
現
在
、私
は
就
職
し
、銀
行
で
働

い
て
い
ま
す
。仕
事
で
は
毎
日
学
ぶ

こ
と
が
多
々
あ
り
、社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
沢
山
の
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
成
人
を
迎
え
た
こ
の
日
を
機
に
尚

一
層
の
責
任
を
持
ち
、日
々
努
力
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

▼ 

村
に
一
言

　
私
は
こ
の
村
が
大
好
き
で
す
。こ

れ
か
ら
も
自
然
と
笑
顔
溢
れ
る
村
で

あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
奥
田

　成
美

▼ 

今
後
の
抱
負

　
こ
の
度
、無
事
に
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

両
親
を
は
じ
め
、温
か
く
見
守
っ
て

頂
い
た
地
域
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。高
校
卒
業
後
は
大
阪

の
大
学
に
進
学
し
、忙
し
く
も
楽
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

成
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持

ち
、残
り
の
2
年
間
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

村
に
一
言

　
上
北
山
村
は
自
然
豊
か
で
空
気
が

お
い
し
く
、夏
に
は
川
で
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
、夜
に
は
星
が
き
れ
い
に
見

え
る
の
が
自
慢
で
す
。こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
綺
麗
な
上
北
山
で
あ
っ
て
欲

し
い
で
す
。

◆
奥
田

　好
美

▼ 

今
後
の
抱
負

　
こ
の
度
、無
事
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
は
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
現
在
、私
は
大
阪
の
大
学
で
社
会

学
を
学
ん
で
い
ま
す
。卒
業
ま
で
に

多
く
の
知
識
と
経
験
を
身
に
つ
け
、い

つ
か
故
郷
で
あ
る
上
北
山
村
の
為
に

役
立
て
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

　
成
人
と
い
う
節
目
を
機
に
こ
れ
か

ら
は
私
た
ち
が
支
え
る
役
割
を
担
う

こ
と
も
意
識
し
、名
実
と
も
に
大
人

と
認
め
ら
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

村
に
一
言

　
私
に
と
っ
て
村
で
の
思
い
出
は
色

褪
せ
る
こ
と
の
な
い
宝
物
で
す
。

　
育
て
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◆
田
垣
内

　嵩

▼ 

今
後
の
抱
負

　
こ
の
度
、無
事
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。こ
の
日
を
無
事
迎
え
ら

れ
た
の
は
、育
て
て
い
た
だ
い
た
家

族
や
、見
守
り
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、地
域
の
方
々
の
お
蔭
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
3
月
で
大
学
を
卒
業
し
就
職
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
ち
、立
派
な
人
間

に
な
れ
る
よ
う
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。残
り
少
な
い
大
学
生

活
、自
分
を
見
つ
め
直
し
、将
来
に
向

け
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

▼ 

村
に
一
言

　
い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か
で
、温
か

い
人
達
の
村
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

◆
福
本

　隆
二
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迎
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迎
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。
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れ
い
に
見

え
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の
が
自
慢
で
す
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れ
か
ら
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ず
っ
と
綺
麗
な
上
北
山
で
あ
っ
て
欲

し
い
で
す
。

◆
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美

▼ 

今
後
の
抱
負

　
こ
の
度
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事
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
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世
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な
っ
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。
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。
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。
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。
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二
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　1月8日（火）、河合景徳寺の裏庭において、無形民俗文化財に指定されている伝統行事の八日薬師
「弓矢祭」が古式ゆかしく行われました。
　寒空の下、射手は寒さを物ともしない力強い弓引きを披露しました。
　今年の射手は、禰宜に田垣内　蓮くん、上殿に小谷　陸くん、下殿に福西　崇文くん、射返しに
中室　春樹くんが選ばれ、見学者が見守る中、30ｍ以上先の的をめがけ弓を引きました。
　矢が的に当たるたびに大きな歓声と拍手が起こりました。
　また、結界を解いた後、村の小学生や一般の方々が弓を引き、村外からは八日薬師ツアーの参加者
なども参加されました。

　12月23日（日）、上北山小中学校体育館において「国道

169号 伯母峯峠道路 起工式」が行われました。

　国道169号は、京奈和自動車道、国道168号五條新宮道路

と一体となって紀伊半島アンカールートを構成し、「命の

道」として、紀伊半島全体の強靭化を図るとともに、本県南

部地域の地域創生を推進していく上で、必要不可欠な幹線

道路です。

　一般国道169号伯母峯峠道路の整備により、大規模自然

災害への対応力が強化されるとともに、豊富な観光資源を

活かした地域活性化が進むことを期待しています。

県指定無形民俗文化財 八日薬師県指定無形民俗文化財 八日薬師
800年以上続く伝統行事800年以上続く伝統行事

国道169号 伯母峯峠道路 起工式が開催されました！国道169号 伯母峯峠道路 起工式が開催されました！

　Ｑ 

移
住
前
と
変
わ
っ
た
こ
と

　

　は
あ
り
ま
す
か
？

隆
司
さ
ん
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は

通
勤
に
1
時
間
か
か
っ
て
い
た
事
も

あ
り
、帰
宅
が
21
〜
22
時
に
な
っ
て

ま
し
た
の
で
、移
住
し
て
か
ら
は
家

事
を
す
る
事
が
増
え
ま
し
た
。

雅
美
さ
ん
　
以
前
は
主
人
は
仕
事

で
帰
宅
が
遅
く
、子
供
達
が
寝
て
い

る
時
間
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、移

住
し
て
か
ら
は
主
人
と
子
供
達
が

関
わ
る
こ
と
が
増
え
た
と
思
い
ま

す
。　Ｑ 

移
住
し
て
大
変
だ
っ
た

　こ
と
は
？

隆
司
さ
ん

　移
動
手
段
が
電
車
か

ら
車
に
変
わ
っ
た
の
で
し
ば
ら
く

は
慣
れ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　Ｑ 

上
北
山
村
の
第
一
印
象

　
　

　と
、今
の
印
象
は
？

雅
美
さ
ん
　
第
一
印
象
は
「
山
や

川
が
美
し
い
な
」
で
す
。今
も
変
わ

ら
ず
思
い
ま
す
。住
ん
で
い
る
う
ち

に
自
然
だ
け
で
な
く
歴
史
や
文
化

的
に
も
面
白
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
る
な
！
と
感
じ
ま
し
た
。

　Ｑ 

村
内
で
お
気
に
入
り
の

　ス
ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て

　く
だ
さ
い
。

雅
美
さ
ん

　小
橡
川
で
川
遊
び
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
十
郎
山
付
近
の

自
然
木
の
森
が
と
て
も
好
き
で
す
。

　Ｑ 

移
住
し
て
か
ら
印
象
に

　残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

隆
司
さ
ん
　
運
動
会
で
長
男
と「
丸

大
ハ
ム
」の
対
決
を
し
た
事
で
す
。

　
大
人
に
な
っ
て
粉
ま
み
れ
に
な
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

雅
美
さ
ん
　
水
分
神
社
の
も
ち
ま
き

な
ど
、村
の
お
祭
り
や
行
事
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
印
象
深
い
で
す
。

　
あ
と
は
、婦
人
会
の
旅
行
が
、め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　Ｑ 

休
日
は
何
を
し
て
過
ご

　し
て
い
ま
す
か
？

隆
司
さ
ん
　
行
事
に
参
加
で
き
る

時
は
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

次
回
、お
楽
し
み
に
!!

〜
上
北
山
村
に
縁
あ
っ
て
移
り
住
ま
れ
た
方
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
〜

　Ｑ 

移
住
を
決
め
た
き
っ
か

　け
は
？

雅
美
さ
ん

　地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。

　
子
供
達
が
移
住
に
反
対
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、す

ん
な
り
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
も
大

き
な
要
因
で
し
た
。

平成29年9月移住
隆司さん／大阪府出身
雅美さん／大阪府出身

小谷隆司さん（46）・
雅美さん（４３）

小橡在住

生年月日　平成27年3月7日

よし　  だ　　         はる    と

吉田　暖人くん

すくすく

優しくて、思いやりのある暖人。

これからもヒーローでいてね！！

そして、裕翔とケンカしながら、成長してね。

みんな暖人の笑顔が大好きです。

お母さん（吉田 友美さん）
からの一言
お母さん（吉田 友美さん）
からの一言
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20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、

働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　国民年金は、２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。

　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

■将来の大きな支えになります!

　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。

　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

■老後のためだけのものではありません！

　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。

　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。

　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子

のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

～新成人の皆さんへ～

年金だより

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。
　〈受付時間〉月　曜　日　午前8：30～午後7：00

火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』

上北山村ふるさと納税返礼品

協力事業者を募集します!
上北山村ふるさと納税返礼品

協力事業者を募集します!
　上北山村では平成30年４月から「ふるさと納税」の返礼品の見直しを行いました。
　村内の取組みを応援していただける寄附者を増やし、当村の魅力を発信するとともに、村内産業の
振興及び地域の活性化に繋げていきたいと考え、村のＰＲに繋がる村の特産品等を提供していただけ
る事業者を幅広く募集しています。

◆募集要件
・各種法、規則、条例等に沿った生産、製造を行っていること。
・申し込み時に村税等に滞納がない事業者
・村内に事業所を有する企業または個人事業者であり、地域特産品等（施設利用券や体験参加券を
含む）を製造並びに販売する事業者。
・暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団、暴力団員若しくは当該暴力団員と
密接な関係を有するものではない事業者であること。
・個人情報保護法及び村条例等に基づき個人情報を適切に扱うことができる事業者であること（取得し
た個人情報は謝礼品の発送以外の目的に使用することはできません）。
・募集する返礼品は上北山村の特産品として認められる商品やサービスであること
　※換金性の高い商品やサービスは対象外

　上北山村ふるさと納税返礼品協力事業者を募集します！

上北山村では平成30年４月から「ふるさと納税」の返礼品の見直しを行いました。
村内の取組みを応援していただける寄附者を増やし、当村の魅力を発信するととも
に、村内産業の振興及び地域の活性化に繋げていきたいと考え、村のＰＲに繋がる
村の特産品等を提供していただける事業者を幅広く募集しています。

◆協力事業者の募集要件
・各種法、規則、条例等に沿った生産、製造を行っていること。
・申し込み時に村税等に滞納がない事業者
・村内に事業所を有する企業または個人事業者であり、地域特産品等（施設利用券
や体験参加券を含む）を製造並びに販売する事業者。
・暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団、暴力団員若し
くは当該暴力団員と密接な関係を有するものではない事業者であること。
・個人情報保護法及び村条例等に基づき個人情報を適切に扱うことができる事業者
であること（取得した個人情報は謝礼品の発送以外の目的に使用することはできま
せん。）。

◆募集する返礼品は上北山村の特産品として認められる商品やサービスであるこ
と。
　※換金性の高い商品やサービスは対象外

お問い合わせ：上北山村ふるさと納税係　ＴＥＬ：２－０００１お問い合わせ・お申込み先 役場 総務企画課ふるさと納税係  ＴＥＬ：２－０００１

ふるさと納税の状況をお知らせします
　平成30年（1月～12月）のふるさと納税の状況を下記のとおりお知らせします。
　ご寄附いただいたふるさと納税は、本村の発展のために大切に使わせていただきます。
　ご寄附いただき心よりお礼申し上げます。

金　　　額

件　　　数

４，６７０，０００円

１９０件

前 年 金 額

前 年 件 数

４３５，０００円

21件

◆平成30年（1月～12月）寄附金額・寄付件数

メ ニュー

子育て、教育又は文化の充実に
関する村づくり

７４件 ２，０１１，０００円

産業・観光振興又は自然環境保全、
公衆衛生の向上に関する村づくり

3４件 ８１２，０００円

地域医療・福祉・防災の充実に
関する村づくり

20件 ５０４，０００円

村長にお任せ ６２件 ３４３，０００円

件数 寄 附 金

◆寄附金の活用希望先

国 民 年 金 の ポ イ ン ト

■「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納

付が猶予される制度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修

学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

■「納付猶予制度」

　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

※平成２８年６月以前の期間は、３０歳未満であった期間が対象となります。

※保険料を未納のまま放置すると、年金の納付を受け取ることができない場合があります。

　また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
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広　報 かみきたやま

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、

働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　国民年金は、２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。

　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

■将来の大きな支えになります!

　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。

　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

■老後のためだけのものではありません！

　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。

　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。

　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子

のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

～新成人の皆さんへ～

年金だより

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。
　〈受付時間〉月　曜　日　午前8：30～午後7：00

火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』

上北山村ふるさと納税返礼品

協力事業者を募集します!
上北山村ふるさと納税返礼品

協力事業者を募集します!
　上北山村では平成30年４月から「ふるさと納税」の返礼品の見直しを行いました。
　村内の取組みを応援していただける寄附者を増やし、当村の魅力を発信するとともに、村内産業の
振興及び地域の活性化に繋げていきたいと考え、村のＰＲに繋がる村の特産品等を提供していただけ
る事業者を幅広く募集しています。

◆募集要件
・各種法、規則、条例等に沿った生産、製造を行っていること。
・申し込み時に村税等に滞納がない事業者
・村内に事業所を有する企業または個人事業者であり、地域特産品等（施設利用券や体験参加券を
含む）を製造並びに販売する事業者。
・暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団、暴力団員若しくは当該暴力団員と
密接な関係を有するものではない事業者であること。
・個人情報保護法及び村条例等に基づき個人情報を適切に扱うことができる事業者であること（取得し
た個人情報は謝礼品の発送以外の目的に使用することはできません）。
・募集する返礼品は上北山村の特産品として認められる商品やサービスであること
　※換金性の高い商品やサービスは対象外

　上北山村ふるさと納税返礼品協力事業者を募集します！

上北山村では平成30年４月から「ふるさと納税」の返礼品の見直しを行いました。
村内の取組みを応援していただける寄附者を増やし、当村の魅力を発信するととも
に、村内産業の振興及び地域の活性化に繋げていきたいと考え、村のＰＲに繋がる
村の特産品等を提供していただける事業者を幅広く募集しています。

◆協力事業者の募集要件
・各種法、規則、条例等に沿った生産、製造を行っていること。
・申し込み時に村税等に滞納がない事業者
・村内に事業所を有する企業または個人事業者であり、地域特産品等（施設利用券
や体験参加券を含む）を製造並びに販売する事業者。
・暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団、暴力団員若し
くは当該暴力団員と密接な関係を有するものではない事業者であること。
・個人情報保護法及び村条例等に基づき個人情報を適切に扱うことができる事業者
であること（取得した個人情報は謝礼品の発送以外の目的に使用することはできま
せん。）。

◆募集する返礼品は上北山村の特産品として認められる商品やサービスであるこ
と。
　※換金性の高い商品やサービスは対象外

お問い合わせ：上北山村ふるさと納税係　ＴＥＬ：２－０００１お問い合わせ・お申込み先 役場 総務企画課ふるさと納税係  ＴＥＬ：２－０００１

ふるさと納税の状況をお知らせします
　平成30年（1月～12月）のふるさと納税の状況を下記のとおりお知らせします。
　ご寄附いただいたふるさと納税は、本村の発展のために大切に使わせていただきます。
　ご寄附いただき心よりお礼申し上げます。

金　　　額

件　　　数

４，６７０，０００円

１９０件

前 年 金 額

前 年 件 数

４３５，０００円

21件

◆平成30年（1月～12月）寄附金額・寄付件数

メ ニュー

子育て、教育又は文化の充実に
関する村づくり

７４件 ２，０１１，０００円

産業・観光振興又は自然環境保全、
公衆衛生の向上に関する村づくり

3４件 ８１２，０００円

地域医療・福祉・防災の充実に
関する村づくり

20件 ５０４，０００円

村長にお任せ ６２件 ３４３，０００円

件数 寄 附 金

◆寄附金の活用希望先

国 民 年 金 の ポ イ ン ト

■「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納

付が猶予される制度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修

学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

■「納付猶予制度」

　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

※平成２８年６月以前の期間は、３０歳未満であった期間が対象となります。

※保険料を未納のまま放置すると、年金の納付を受け取ることができない場合があります。

　また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」



10

火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

０８００－７７７－８０５１

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職

活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。

■
日
時
：

❶
2
月
7
日
（
木
）

「
仕
事
の
探
し
方
」

❷
2
月
13
日（
水
）

「
対
人
ス
キ
ル
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

❸
2
月
21
日（
木
）

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

❹
2
月
28
日（
木
）

「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

❶
❷
❹
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

❸
：
午
前
９
時
４０
分
〜
11
時
５０
分

■
場
所
：

❶
❸
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
奈
良

市
西
木
辻
町
93
ー
6
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
内
）

❷
❹
：
高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

（
大
和
高
田
市
幸
町
2
ー
33
奈
良
県

産
業
会
館
3
階
）

■
対
象
：

　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
お
お
む

ね
35
歳
未
満
の
求
職
者（
40
代
前
半

ま
で
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

※
参
加
費
無
料
、定
員
各
１０
人
程

度（
先
着
順
）

■
申
込
：
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
、
セ
ミ

ナ
ー
名
、開
催
日
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、居
住
地
の
市
町
村
名
、電
話

番
号
、年
齢
、性
別
を
左
記
ま
で
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー

２３
ー
５
７
３
０

F
A
X
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
５
７

　
地
元
企
業
の
魅
力
を
学
ん
で

そ
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、今

回
は
酒
造
業
界
と
旅
館
・
ホ
テ
ル

業
界
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、セ
ミ
ナ
ー
形
式
で

業
界
事
情
を
学
ん
で
も
ら
っ
た

後
、午
後
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
へ
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
：

❶
酒
造
業
界
：
2
月
19
日（
火
）

❷
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
：

2
月
26
日（
火
）

※
❶
❷
午
前
１０
時
〜
　
業
界
セ
ミ
ナ
ー

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
企
業

見
学

■
場
所
：
奈
良
市
内
会
議
室

奈
良
市
登
大
路
町
　
市
内
企
業

へ
は
バ
ス
又
は
徒
歩
移
動

■
対
象
：

　
2
0
2
0
年
3
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
等

　
15
歳
以
上
で
お
お
む
ね
40
代

前
半
ま
で
の
若
年
求
職
者

■
申
込
：
左
記
、奈
良
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
服
装
は
自
由

　
開
催
時
間
内
に
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
奈
良
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
22
ー
3
2
0
0

F
A
X
：
０
７
４
２
ー
26
ー
0
1
2
5

U
R
L
：

http://w
w

w
.chuokai‐nar

a.or.jp/jigyo/01zenkoku
/jigyo10.htm

l

■
日
時
：
3
月
3
日（
日
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

■
会
場
：
学
園
前
ホ
ー
ル

奈
良
市
学
園
南
3
丁
目
1
番
5
号

■
内
容
：

女
性
の
健
康
最
前
線
〜
人
生

1
0
0
年
時
代
に
知
っ
て
お
く

べ
き
こ
と

「
卵
巣
が
ん
と
乳
が
ん
は
遺
伝

す
る
の
？
」

奈
良
県
立
医
科
大
学
　
産
婦
人
科

講
師
　
川
口
　
龍
二
　
先
生

「
頻
尿
や
尿
漏
れ
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜
排
尿
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
婦
人
科
医

の
立
場
か
ら
お
話
し
ま
す
〜
」

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
　

産
婦
人
科

部
長
　
春
田
　
祥
治
　
先
生

※
参
加
料
無
料

■
主
催
：
奈
良
県
産
婦
人
科
医
会

天
理
市

■
日
時
：
２
月
２
日（
土
）

セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
1
時
〜
２
時

相
談
会    

２
時
15
分
〜
４
時
15
分

■
場
所
：
天
理
市
民
会
館
（
や

ま
の
べ
ホ
ー
ル
）

2
階
　
中
会
議
室

天
理
市
川
原
城
町
7
3
9
番
地

王
寺
町

■
日
時
：
2
月
16
日（
土
）

　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
1
時
〜
２
時

　
相
談
会   

２
時
15
分
〜
４
時
15
分

■
場
所
：
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館

　
3
階
　
小
会
議
室
1
・
2

　
王
寺
町
王
寺
2
ー
1
ー
18

■
お
問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

【
橿
原
相
談
窓
口
】

T
E
L
/
F
A
X 

：
｠

0
7
4
4
ー
3
5
ー
6
2
1
1
　

M
ail 

：
｠

akiyaconcierge@
zeus.e

onet.ne.jp

＊
セ
ミ
ナ
ー
参
加
は
予
約
不

要
で
す
。

＊
相
談
会
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

＊
相
談
会
の
日
以
外
は
常
設
の

相
談
員
が
ご
相
談
を
お
受
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2
月 
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー

地
元
企
業
の

「
業
界
研
究
＆
職
場
見
学
ツ
ア
ー
」

平
成
３０
年
度
県
民
公
開
講
座

「
女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
」

「
空
き
家
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

●税務署では、２月１５日(金)までは通常の業務体制で事務を行っ
ていますので、上記期間（２月１8日（月）以降）にお願いします。

●確定申告会場は、混雑状況によっては長時間お待ちいただくこ
とがあります。

●申告会場では、１６時まで申告相談の受付をしていますが、混雑
状況により早めに終了する場合がありますのでご了承ください。

　「工業統計調査」の調査員を募集します。
　調査票その他関係書類の検査または調査対象事業所への訪問、
調査票の配布・回収等を行います。

吉野税務署からのお知らせ

２０１９年度工業統計調査
調査員募集

平成30年分所得税及び
復興特別所得税の確定申告期間は、

平成31年２月18日(月)から
平成31年３月15日(金)までです。

【確定申告会場開設日】
平成31年２月18日(月)

期　間

対　象

お申し込み・お問い合わせ先  

※その他一定の条件がありますので
　詳細は下記までお問い合わせください。

５月９日（木）～７月８日（月）

村内に居住し、２０歳以上で調査活動ができる健康な方

２月１５日（金）までに直接又は電話にて
役場総務企画課　統計係まで

総務企画課　ＴＥＬ②－０００１
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

０８００－７７７－８０５１

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職

活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。

■
日
時
：

❶
2
月
7
日
（
木
）

「
仕
事
の
探
し
方
」

❷
2
月
13
日（
水
）

「
対
人
ス
キ
ル
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

❸
2
月
21
日（
木
）

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

❹
2
月
28
日（
木
）

「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

❶
❷
❹
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

❸
：
午
前
９
時
４０
分
〜
11
時
５０
分

■
場
所
：

❶
❸
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
奈
良

市
西
木
辻
町
93
ー
6
エ
ル
ト
ピ
ア

奈
良
内
）

❷
❹
：
高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー

（
大
和
高
田
市
幸
町
2
ー
33
奈
良
県

産
業
会
館
3
階
）

■
対
象
：

　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
お
お
む

ね
35
歳
未
満
の
求
職
者（
40
代
前
半

ま
で
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

※
参
加
費
無
料
、定
員
各
１０
人
程

度（
先
着
順
）

■
申
込
：
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
、
セ
ミ

ナ
ー
名
、開
催
日
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、居
住
地
の
市
町
村
名
、電
話

番
号
、年
齢
、性
別
を
左
記
ま
で
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー

２３
ー
５
７
３
０

F
A
X
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
５
７

　
地
元
企
業
の
魅
力
を
学
ん
で

そ
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、今

回
は
酒
造
業
界
と
旅
館
・
ホ
テ
ル

業
界
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、セ
ミ
ナ
ー
形
式
で

業
界
事
情
を
学
ん
で
も
ら
っ
た

後
、午
後
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
へ
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
：

❶
酒
造
業
界
：
2
月
19
日（
火
）

❷
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
：

2
月
26
日（
火
）

※
❶
❷
午
前
１０
時
〜
　
業
界
セ
ミ
ナ
ー

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
企
業

見
学

■
場
所
：
奈
良
市
内
会
議
室

奈
良
市
登
大
路
町
　
市
内
企
業

へ
は
バ
ス
又
は
徒
歩
移
動

■
対
象
：

　
2
0
2
0
年
3
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
等

　
15
歳
以
上
で
お
お
む
ね
40
代

前
半
ま
で
の
若
年
求
職
者

■
申
込
：
左
記
、奈
良
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
服
装
は
自
由

　
開
催
時
間
内
に
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
奈
良
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
22
ー
3
2
0
0

F
A
X
：
０
７
４
２
ー
26
ー
0
1
2
5

U
R
L
：

http://w
w

w
.chuokai‐nar

a.or.jp/jigyo/01zenkoku
/jigyo10.htm

l

■
日
時
：
3
月
3
日（
日
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

■
会
場
：
学
園
前
ホ
ー
ル

奈
良
市
学
園
南
3
丁
目
1
番
5
号

■
内
容
：

女
性
の
健
康
最
前
線
〜
人
生

1
0
0
年
時
代
に
知
っ
て
お
く

べ
き
こ
と

「
卵
巣
が
ん
と
乳
が
ん
は
遺
伝

す
る
の
？
」

奈
良
県
立
医
科
大
学
　
産
婦
人
科

講
師
　
川
口
　
龍
二
　
先
生

「
頻
尿
や
尿
漏
れ
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜
排
尿
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
婦
人
科
医

の
立
場
か
ら
お
話
し
ま
す
〜
」

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
　

産
婦
人
科

部
長
　
春
田
　
祥
治
　
先
生

※
参
加
料
無
料

■
主
催
：
奈
良
県
産
婦
人
科
医
会

天
理
市

■
日
時
：
２
月
２
日（
土
）

セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
1
時
〜
２
時

相
談
会    

２
時
15
分
〜
４
時
15
分

■
場
所
：
天
理
市
民
会
館
（
や

ま
の
べ
ホ
ー
ル
）

2
階
　
中
会
議
室

天
理
市
川
原
城
町
7
3
9
番
地

王
寺
町

■
日
時
：
2
月
16
日（
土
）

　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
1
時
〜
２
時

　
相
談
会   

２
時
15
分
〜
４
時
15
分

■
場
所
：
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館

　
3
階
　
小
会
議
室
1
・
2

　
王
寺
町
王
寺
2
ー
1
ー
18

■
お
問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
活
動
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

【
橿
原
相
談
窓
口
】

T
E
L
/
F
A
X 

：
｠

0
7
4
4
ー
3
5
ー
6
2
1
1
　

M
ail 

：
｠

akiyaconcierge@
zeus.e

onet.ne.jp

＊
セ
ミ
ナ
ー
参
加
は
予
約
不

要
で
す
。

＊
相
談
会
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

＊
相
談
会
の
日
以
外
は
常
設
の

相
談
員
が
ご
相
談
を
お
受
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2
月 

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー

地
元
企
業
の

「
業
界
研
究
＆
職
場
見
学
ツ
ア
ー
」

平
成
３０
年
度
県
民
公
開
講
座

「
女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
」

「
空
き
家
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

●税務署では、２月１５日(金)までは通常の業務体制で事務を行っ
ていますので、上記期間（２月１8日（月）以降）にお願いします。

●確定申告会場は、混雑状況によっては長時間お待ちいただくこ
とがあります。

●申告会場では、１６時まで申告相談の受付をしていますが、混雑
状況により早めに終了する場合がありますのでご了承ください。

　「工業統計調査」の調査員を募集します。
　調査票その他関係書類の検査または調査対象事業所への訪問、
調査票の配布・回収等を行います。

吉野税務署からのお知らせ

２０１９年度工業統計調査
調査員募集

平成30年分所得税及び
復興特別所得税の確定申告期間は、

平成31年２月18日(月)から
平成31年３月15日(金)までです。

【確定申告会場開設日】
平成31年２月18日(月)

期　間

対　象

お申し込み・お問い合わせ先  

※その他一定の条件がありますので
　詳細は下記までお問い合わせください。

５月９日（木）～７月８日（月）

村内に居住し、２０歳以上で調査活動ができる健康な方

２月１５日（金）までに直接又は電話にて
役場総務企画課　統計係まで

総務企画課　ＴＥＬ②－０００１
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広　報 かみきたやま

日　　　時 ： ３月７日（木）　午後２時３０分～４時３０分

場　　　所 ： 奈良県医師会館　2階　会議室
　　　　　　橿原市内膳町5－5－8（近鉄「大和八木駅」より徒歩7分）
　　　　　　TEL：0742－22－8502

講　　　演 ： 「超高齢社会におけるめまい難聴対策」
　　　　　　奈良県立医科大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科学　教授　北原　糺

無 料 相 談 ： 耳を含め耳鼻咽喉科全般に関する相談

担 当 医 師 ： 耳鼻咽喉科専門医

問 合 わ せ ： 奈良県医師会耳鼻咽喉科部会
　　　　　   TEL：0744－22－8502　
　　　　　   FAX：0744－23－7796

※事前予約不要
※講演においては、要約筆記を行います。
※当日、会場にて聴力検査および補聴器の
　相談も行う予定です。

　奈良県医師会耳鼻咽喉科部会では、耳鼻咽喉科疾患の予防の啓発と健診の高揚を図るこ
とを目的に、耳に関する「講演会」と「無料相談」を下記のとおり開催いたします。

耳に関する「講演会」と「無料相談」のご案内

　
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
、そ
の
名
の

通
り
鉄
欠
乏
が
原
因
で
起
こ
る

貧
血
で
す
。鉄
欠
乏
を
起
こ
す
理

由
と
し
て
は
鉄
分
の
摂
取
不
足

や
、出
血
に
よ
る
鉄
分
の
喪
失
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、食
生
活
の
見
直

し
と
と
も
に
胃
や
腸
な
ど
か
ら

の
出
血
が
無
い
か
ど
う
か
、特
に

中
高
年
の
方
で
は
胃
が
ん
や
大

腸
が
ん
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た

検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、女
性
で
は
子
宮
筋
腫
な

ど
の
婦
人
科
系
疾
患
の
存
在
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、鉄
欠
乏
性
貧
血

が
み
ら
れ
た
場
合
は
他
の
病
気

が
潜
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
調
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
貧
血
の
一
般
的
な
症
状
と
し

て
、息
切
れ
や
疲
れ
や
す
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、鉄

欠
乏
性
貧
血
に
み
ら
れ
る
症
状・

徴
候
と
し
て
、舌
炎
（
舌
が
痛

む
）、嚥
下
障
害（
物
が
飲
み
込

み
に
く
い
）
、ス
プ
ー
ン
状
爪

（
爪
が
ス
プ
ー
ン
状
に
反
り
返

る
）、異
食
症（
氷
な
ど
を
無
性

に
食
べ
た
く
な
る
）
な
ど
が
よ

く
知
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
病
気
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
は
、原
因
と
な
っ
て
い
る

病
気
が
あ
れ
ば
そ
の
治
療
を
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
。そ
し
て

鉄
分
を
補
充
す
る
た
め
に
食
事

療
法
や
鉄
剤
の
投
与
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
食
事
に
関
し
て
は
、鉄
含
有

量
の
多
い
食
品
（
肉
類
、カ
ツ

オ
、マ
グ
ロ
、ひ
じ
き
、ほ
う
れ
ん

草
な
ど
）を
積
極
的
に
と
り
ま

し
ょ
う
。鉄
剤
は
内
服
治
療
が
原

則
で
す
が
、静
脈
注
射
で
投
与

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
貧
血
が
改
善
し
た
か
ら
と

い
っ
て
す
ぐ
に
治
療
を
や
め
て

し
ま
う
と
貧
血
が
再
発
し
や
す

い
の
で
、鉄
分
が
体
に
十
分
蓄

え
ら
れ
る
ま
で
治
療
を
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
1
月
〜
12
月

16
日
ま
で
の
風
し
ん
患
者
数

は
全
国
で
2,
7
1
3
名
と

な
り
、2
0
1
3
年
に
次
い
で

多
く
、
2
0
1
7
年
と
比
べ

る
と
31
倍
の
報
告
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
別
の
患
者

数
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

千
葉
県
等
関
東
地
区
に
多

く
、
ま
た
大
阪
府
で
も

1
1
5
人
と
1
0
0
人
以
上

の
方
が
風
し
ん
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。み
な
さ
ん
の
中
で
も

大
阪
府
へ
買
い
物
や
観
光
な

ど
に
行
か
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
風
し
ん
の
流
行

は
他
人
事
で
は
な
く
、
身
近

な
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、感
染
者
の
飛
ま
つ

（
唾
液
の
し
ぶ
き
）な
ど
に
よ
っ

て
他
の
人
に
う
つ
る
感
染
症
で

す
。感
染
力
が
非
常
に
強
く
、風

し
ん
の
免
疫
が
な
い
集
団
で
は
、

１
人
の
風
し
ん
患
者
か
ら
５
〜
７

人
の
方
に
う
つ
し
て
し
ま
い
ま

す
。そ
れ
ほ
ど
強
力
な
感
染
症

な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
感
染
す
る
と
、発
熱
、発
疹
・

リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。多
く
の
場
合

は
、数
日
で
治
り
ま
す
。し
か

し
、成
人
で
発
症
し
た
場
合
、高

熱
や
発
疹
が
長
く
続
い
た
り
、

関
節
痛
な
ど
小
児
よ
り
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、注
意
が
必
要
な
の
は

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
不

十
分
な
妊
娠
20
週
頃
ま
で
の

妊
婦
で
す
。風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と
、眼
や
心
臓
、

耳
等
に
障
害
を
持
つ
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　●
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合

は
、
無
理
し
て
外
出
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
ど
う
し
て
も
外
出
が
必
要

な
場
合
に
は
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
風
し
ん
を
疑
う
症
状
（
発

熱
・
発
疹
な
ど
）が
出
現
し
た
際

は
、医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
本
人

及
び
ご
家
族
の
方
は
、早
め
に

予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　　 　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
は
じ
め
て
い
ま
す
。イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
は
咳
・
く

し
ゃ
み
で
飛
ん
だ
ウ
イ
ル
ス
を

吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。咳
や
く
し
ゃ
み
を
す

る
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
２
〜
３

メ
ー
ト
ル
飛
ぶ
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
必
要
な
こ
と
が

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。
と

く
に
職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
集

ま
る
時
に
は
自
分
が
感
染
源

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

❶
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
そ
う
に

な
っ
た
と
き
は
ま
ず
は
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
口
と
鼻
を
お
お
い
、周

り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
ま

し
ょ
う
。

❷
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
フ
タ

付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

❸
症
状
の
あ
る
人
は
必
ず
マ

ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
、感
染

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
３
点
が
、「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」で
す
。

　
症
状
の
あ
る
方
は
、こ
の

冬
、
気
を
つ
け
て
実
践
し
ま

し
ょ
う
!!

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
奈
良

県
内
の
婦
人
科
専
門
医
療

機
関
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
診
券
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
対
象
者
は
、
村
内
に
居

住
の
20
歳
以
上
の
女
性
の
方

で
す
。

　
な
お
、２
年
に
１
回
の
機
会

で
す
の
で
、
昨
年
受
診
さ
れ

た
方
は
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承

下
さ
い
。

　
詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、

ワ
ー
ス
リ
ビ
ン
グ
か
み
き
た
内

保
健
福
祉
課（
電
話
：
3
ー
０

３
８
０
）ま
で
。

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
！

会場アクセス

子
宮
頸
が
ん
検
診

申
し
込
み
受
付
中
！

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

方
法
と
は
・
・

風
し
ん
と
は

み
な
さ
ん
に
で
き
る

こ
と
は
？

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

　

   

実
践
し
ま
し
ょ
う
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日　　　時 ： ３月７日（木）　午後２時３０分～４時３０分

場　　　所 ： 奈良県医師会館　2階　会議室
　　　　　　橿原市内膳町5－5－8（近鉄「大和八木駅」より徒歩7分）
　　　　　　TEL：0742－22－8502

講　　　演 ： 「超高齢社会におけるめまい難聴対策」
　　　　　　奈良県立医科大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科学　教授　北原　糺

無 料 相 談 ： 耳を含め耳鼻咽喉科全般に関する相談

担 当 医 師 ： 耳鼻咽喉科専門医

問 合 わ せ ： 奈良県医師会耳鼻咽喉科部会
　　　　　   TEL：0744－22－8502　
　　　　　   FAX：0744－23－7796

※事前予約不要
※講演においては、要約筆記を行います。
※当日、会場にて聴力検査および補聴器の
　相談も行う予定です。

　奈良県医師会耳鼻咽喉科部会では、耳鼻咽喉科疾患の予防の啓発と健診の高揚を図るこ
とを目的に、耳に関する「講演会」と「無料相談」を下記のとおり開催いたします。

耳に関する「講演会」と「無料相談」のご案内

　
鉄
欠
乏
性
貧
血
は
、そ
の
名
の

通
り
鉄
欠
乏
が
原
因
で
起
こ
る

貧
血
で
す
。鉄
欠
乏
を
起
こ
す
理

由
と
し
て
は
鉄
分
の
摂
取
不
足

や
、出
血
に
よ
る
鉄
分
の
喪
失
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、食
生
活
の
見
直

し
と
と
も
に
胃
や
腸
な
ど
か
ら

の
出
血
が
無
い
か
ど
う
か
、特
に

中
高
年
の
方
で
は
胃
が
ん
や
大

腸
が
ん
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た

検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、女
性
で
は
子
宮
筋
腫
な

ど
の
婦
人
科
系
疾
患
の
存
在
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、鉄
欠
乏
性
貧
血

が
み
ら
れ
た
場
合
は
他
の
病
気

が
潜
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
調
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
貧
血
の
一
般
的
な
症
状
と
し

て
、息
切
れ
や
疲
れ
や
す
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、鉄

欠
乏
性
貧
血
に
み
ら
れ
る
症
状・

徴
候
と
し
て
、舌
炎
（
舌
が
痛

む
）、嚥
下
障
害（
物
が
飲
み
込

み
に
く
い
）
、ス
プ
ー
ン
状
爪

（
爪
が
ス
プ
ー
ン
状
に
反
り
返

る
）、異
食
症（
氷
な
ど
を
無
性

に
食
べ
た
く
な
る
）
な
ど
が
よ

く
知
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
病
気
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
は
、原
因
と
な
っ
て
い
る

病
気
が
あ
れ
ば
そ
の
治
療
を
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
。そ
し
て

鉄
分
を
補
充
す
る
た
め
に
食
事

療
法
や
鉄
剤
の
投
与
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
食
事
に
関
し
て
は
、鉄
含
有

量
の
多
い
食
品
（
肉
類
、カ
ツ

オ
、マ
グ
ロ
、ひ
じ
き
、ほ
う
れ
ん

草
な
ど
）を
積
極
的
に
と
り
ま

し
ょ
う
。鉄
剤
は
内
服
治
療
が
原

則
で
す
が
、静
脈
注
射
で
投
与

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
貧
血
が
改
善
し
た
か
ら
と

い
っ
て
す
ぐ
に
治
療
を
や
め
て

し
ま
う
と
貧
血
が
再
発
し
や
す

い
の
で
、鉄
分
が
体
に
十
分
蓄

え
ら
れ
る
ま
で
治
療
を
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

鉄
欠
乏
性
貧
血
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
1
月
〜
12
月

16
日
ま
で
の
風
し
ん
患
者
数

は
全
国
で
2,
7
1
3
名
と

な
り
、2
0
1
3
年
に
次
い
で

多
く
、
2
0
1
7
年
と
比
べ

る
と
31
倍
の
報
告
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
別
の
患
者

数
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

千
葉
県
等
関
東
地
区
に
多

く
、
ま
た
大
阪
府
で
も

1
1
5
人
と
1
0
0
人
以
上

の
方
が
風
し
ん
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。み
な
さ
ん
の
中
で
も

大
阪
府
へ
買
い
物
や
観
光
な

ど
に
行
か
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
風
し
ん
の
流
行

は
他
人
事
で
は
な
く
、
身
近

な
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、感
染
者
の
飛
ま
つ

（
唾
液
の
し
ぶ
き
）な
ど
に
よ
っ

て
他
の
人
に
う
つ
る
感
染
症
で

す
。感
染
力
が
非
常
に
強
く
、風

し
ん
の
免
疫
が
な
い
集
団
で
は
、

１
人
の
風
し
ん
患
者
か
ら
５
〜
７

人
の
方
に
う
つ
し
て
し
ま
い
ま

す
。そ
れ
ほ
ど
強
力
な
感
染
症

な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
感
染
す
る
と
、発
熱
、発
疹
・

リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。多
く
の
場
合

は
、数
日
で
治
り
ま
す
。し
か

し
、成
人
で
発
症
し
た
場
合
、高

熱
や
発
疹
が
長
く
続
い
た
り
、

関
節
痛
な
ど
小
児
よ
り
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、注
意
が
必
要
な
の
は

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
不

十
分
な
妊
娠
20
週
頃
ま
で
の

妊
婦
で
す
。風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と
、眼
や
心
臓
、

耳
等
に
障
害
を
持
つ
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　●
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合

は
、
無
理
し
て
外
出
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
ど
う
し
て
も
外
出
が
必
要

な
場
合
に
は
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
風
し
ん
を
疑
う
症
状
（
発

熱
・
発
疹
な
ど
）が
出
現
し
た
際

は
、医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
本
人

及
び
ご
家
族
の
方
は
、早
め
に

予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　　 　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
は
じ
め
て
い
ま
す
。イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
は
咳
・
く

し
ゃ
み
で
飛
ん
だ
ウ
イ
ル
ス
を

吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。咳
や
く
し
ゃ
み
を
す

る
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
２
〜
３

メ
ー
ト
ル
飛
ぶ
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
必
要
な
こ
と
が

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。
と

く
に
職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
集

ま
る
時
に
は
自
分
が
感
染
源

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

❶
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
そ
う
に

な
っ
た
と
き
は
ま
ず
は
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
口
と
鼻
を
お
お
い
、周

り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
ま

し
ょ
う
。

❷
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
フ
タ

付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

❸
症
状
の
あ
る
人
は
必
ず
マ

ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
、感
染

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
３
点
が
、「
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
」で
す
。

　
症
状
の
あ
る
方
は
、こ
の

冬
、
気
を
つ
け
て
実
践
し
ま

し
ょ
う
!!

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
奈
良

県
内
の
婦
人
科
専
門
医
療

機
関
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
診
券
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
対
象
者
は
、
村
内
に
居

住
の
20
歳
以
上
の
女
性
の
方

で
す
。

　
な
お
、２
年
に
１
回
の
機
会

で
す
の
で
、
昨
年
受
診
さ
れ

た
方
は
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承

下
さ
い
。

　
詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、

ワ
ー
ス
リ
ビ
ン
グ
か
み
き
た
内

保
健
福
祉
課（
電
話
：
3
ー
０

３
８
０
）ま
で
。

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
！

会場アクセス

子
宮
頸
が
ん
検
診

申
し
込
み
受
付
中
！

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

方
法
と
は
・
・

風
し
ん
と
は

み
な
さ
ん
に
で
き
る

こ
と
は
？

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

　

   

実
践
し
ま
し
ょ
う



かみきたやま広　報

14

主な内容
Ｐ２
Ｐ３
Ｐ４・５
Ｐ６
Ｐ７
Ｐ８

2019年新年のご挨拶………………………
上北山村消防出初式………………………
成人式………………………………………
八日薬師・起工式……………………………
Ｉ♥かみきた・すくすく……………………
ふるさと納税について……………………

Ｐ９
Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１２
Ｐ１３
Ｐ１４

年金だより……………………………………
お知らせ……………………………………
吉野税務署からのお知らせ・統計調査員募集…
耳に関する「講演会」と「無料相談」ほか…
保健師だより…………………………………
ヒルク・マラソン開催日決定について…… 

村のようす

税・保険料の納期限

平成31年1月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

３００（－２）
５００（－５）
２５８（－４）
２４２（－１）
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広
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北
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村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
企
画
課

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【１月３１日】
・県村民税　第4期
・国民健康保険税　第7期
・後期高齢者医療保険料　第7期

2019

No.610
1月

　「第６回大台ヶ原マラソンinかみきた」の開催日は２０１９
年5月12日（日）に決定しました。
　また、「第１８回ヒルクライム大台ヶ原since２００１」の開
催が、受付：２０１９年9月7日（土）、競技：9月8日（日）に決定
しました。
　なお、今年からマラソンコースが変更となり、ヒルクライ
ム大台ヶ原と同じコースとなります。※スタート地点も同じです。
　両大会の成功に向けて、みなさんのご理解とご協力のほ
どよろしくお願いいたします。
　両大会とも「村民の方の応援が力になった」という声が
たくさん寄せられています。
　当日の応援へのご協力もよろしくお願いいたします。

ヒルクライム大台ヶ原事務局（役場地域振興課内℡２－９００７）
大台ヶ原マラソン事務局（役場地域振興課内℡２－０００１）

1/2 成人式

成人、おめでとうございます！成人、おめでとうございます！

お問い合わせ

since2001

第６回大台ヶ原マラソンinかみきた

の開催日が決定しました！！

ヒルクライム大台ヶ原第18回


